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    慢性前立腺炎
    膀胱神経症




















































 測定にはL洗Tech Instrument社製3 channe1の
Urolabsを使用した．
 尿流測定；uroflow channel i9使用し最大尿流速度，
平均尿流速度（ml／min）を求めた．












      きない症例
      非尿閉患者で全く自覚症状が消失した症
      例
 ii）有効；尿閉の頻度の減少，夜間排尿回数の減少，
      排尿困難の改善，頻尿の減少，尿放出力
      の強化を示した症例
Tab王e 3．症例別一覧表
   年
症例 齢
番号 性
   別
P O B 自  覚  症  状  の  所  見
疾患名＊1鰭編 残尿感 排尿困難 尿  閉  そ の 他響響繋投与前蓼
効果 総合
併 用 薬  副 作 用  発現 効果  備
投与投与



































10  60 日 なし
10  2 年 なし
   5カ月
10  60 臼 なし
10  7 日 なし
10  28 日 なレ
10  14 日 なし
10 180日 なし
10  60 日 なし
10 60 日 なし
10  30 日 なし
10  30 日 なし







10  14 日 なし











遷延性排尿 消失 あり なし
再延性排尿 消失
遷延性排尿 消失 あり なし
蒋延性排尿 消失



















鼻閉塞感      2～3日仮性眩量心悸冗進
有効 坐位のみでの排尿


























































































































































































な   し
な   し
あ   り
あ   り
な   し




あ   り
な   し
あ   り
な   し
尿放出力
な   し
尿放出力









   なし
   なし
消失 なし
改善 なし






   あり なし
消失 なし
   あり 不変
やや なし
増加
   なし
増加 なし



























             11 日
      鼻閉塞感 7 日
ウブレチド⑧        1 日
             7 日
             2 日
             10 H
             2
             7
ベサコリン⑩         4
             3
      起立性低血圧 7・





























































































































































































  ．あ  り
   あ  り
  尿放出力
消失あ   り




   あ   り
   あ   り
   な   し
  遷延性排尿
  尿放出力
   あ  り
   あ   り
  泉放出力
  尿放出力  尿線細小
  尿放出力
  尿放出力  尿線細小



































































































































10  30 日 なし
1Q  7 日 なし
10  60 日 なし
10  30 E【なし
10 21 日 なし








遷延性排尿 改善 あり なし
再延性排尿 改善
i 日 著効
仮性眩量1H有効副作用のため投与             申止
       1 日 著効 TUR．施行
全身倦怠感1～2日有効副作用のため投与             中止，TUR施行




10 14 日 なし   遷延性排尿改善 あり なし
            再延性排尿 改善








69 72 BPH    VUR
70 70 BPH




10 go 日 あり 消失 尿放出力 増加 あり なし
10 180日 あり 改善 あ り 改善 なし
10 150日 なし    遷延性排尿 改善 あり なし
            ：薄延性排尿 改善
10 150日 あり 消失 な   し    あり 不変
10 工20日 あり 消失 な
10  3G 日 なし
10  30 日 なし
10  30 E［なし
10  30 日 なし
し あり 不変





あ   り 消失 なし
尿意頻回やや
    改善
7 B 著効
3 日 有効 TUR施行
鼻閉塞感 3 日 著効 TUR施行
眠 気 6 日 有効 TUR施行
眠    気
全身倦怠感
7 日 有効 TUR施行
7 日 著効 TUR施行
7 日 やや TUR施行
   有効


















5  14 日 なし
5  20 日 なし
尿放出力増加なし   会陰部不消失              快感
あ   り 消失 あり なし 尿意頻回 消失
口 渇 感鼻閉塞感
3 日 有効




10  14 日 なし
5  5 日 なし
5  4 日 なし
遷延’性排尿     改善 なし藻蟹轡努編




   無効投与雨止，
      TUR施行
3 日 有効 TUR施行
80 80  BP正1
81 57 BPH
5  180日 なし な し あり なし
5 30 日 あり 消失 尿放出力 増加 なし
7 日 著効 頻回の導尿が不要
      となる．
1 日 著効
















10  60 日 なし
10  60 日 なし
10  4 日 なし
10  14 日 なし
IO  30 日 なし
5  30 日 なし
遷延性排尿 改善 あり なし
再延性排尿 改善
な   し    なし    尿意頻回 改善
遷延性排尿 消失 なし
尿線細小 改善
な   し    なし
あ り 改善 なし
遷延性排尿 不変 あり 頻度













14 日 著効 TUR施行
4 日 有効








90 67 chr． P  8
91 72 chr． P
  8
92 61 chr． P  s
93 58 chr． P  8
94 48 chr． P  s
95 59 ¢hr． P
  6
IO  40 日 なし
10 5 日 なし
10  30 日 なし
















     改善
排尿痛 不変
尿意頻回 不変
膀胱刺激症状 1 日 有効





























10  4 日 なし
10  90 日 なし
10  4 日 なし
10  14 日 なし
遷延性排尿 不変 なし
蒋延性排尿 不変












   て軽快，投与中止
無効 トフラニール⑪に
   て軽快
無効
無効 レスミットOPにて ま









10 2Q日なし   尿線細小：不変なし





無効投与申止    ＝
            湛
無効 レスミット⑧にて

















































   遥延性排尿
   遷延性鯨
   蒋延性排尿
消失尿放出力
   あ   り改善
   尿放出力






















＊・BNC：膀胱頸部硬化症， BPH：前立腺肥大症， NGB：神経因性膀胱， chr， P：慢性前立腺炎， BN：膀胱神経症， HTB：膀胱利尿筋収縮力不全，
                        Table 4． POBの自覚症状に対する効果
群 響著効・有効 やや有効 無効出岺~
第1群 膀胱頸部硬調症 58 19（2） 26 （7） 7 6 45（77．6％）














    慢性前立腺炎
    膀胱神経症





























       られない症例
iv）無効；自覚症状または他覚所見で全く改善を認
     めないか，改善がわずかでこの薬剤のみ
     では排尿障害の治療に対処しえなかった



















































































































































































     有効群   無効群












（Cm HzO）      o
100
ooo
























    有効群    無効群








































































































Tablc 7．副 ．作 ．用‘
117
鼻 閉 塞 田
仮一性 眩 量
携胱刺激症状
心 悸 充 進
口  渇  感




頭     痛
不     眠


























．血   圧（mmHg）
  （収縮期／拡張期）

























































50才以下   50才以上
 N＝一12 N一：46
















50才以下   50才以上
N 一一25 N 一・82
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